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(授業前の教室、学生が着席してがやがやしている。)
田中：今日はこの間のテストを返すって先生言ってたよね。
渡辺：うん。
田中：あ～、どきどきするなぁー。
渡辺：大丈夫だよ。
田中：いや、実は、テストの前の日から、調子があんまりよくなくて、
渡辺：うん。
田中：テストの時は頭ががんがんしてたんだ。
渡辺：え、そうなんだ。大変だったね。今はどう？
田中：もう大丈夫。
渡辺：そう、よかった

（先生が教室に入ってくる）
先生：おはようございます。
学生たち：おはようございます。
先生：今日はテストを返します。あっ、その前にですね、昨日の宿題を出してください。

田中：あっ、しまった。すっかり忘れてた。
渡辺：えー？なんで？昨日何してたの？
田中：友達とカラオケに行って、帰ったのが終電ぎりぎりだったんだ。家に着いたらそのままぐっすり。
渡辺：あ～あ。（声のみ）

田中：すみません、先生、宿題は持ってきてないんですが、明日でも大丈夫ですか？
先生：うーん、もう大学生だから、ちゃんと自己管理をしてください。今日はしようがないからいいけど、今度はだめだよ。
田中：はい。すみません。

先生：じゃ、テストを返します。（冗談ぽく）皆さんわくわくしているでしょう？
学生たち：えー？
先生：皆さんの成績をざっと見たけど、悪くなかったよ。

田中：よし、70点を超えた。あー、ほっとした。
先生：成績のいい人は満足しないで、あんまりよくない人もがっかりしないように。

先生：じゃ、今日は終わりましょう。
学生たち：ありがとうございました。

（教卓で帰り仕度中の先生。）
田中：先生。
先生：はい。
田中：あのう、私、もっと英語能力を伸ばしたいんですけど、どうしたらいいでしょうか？
先生：そうだなー。まず、きちんと宿題をして（皮肉っぽい表情）、
田中：すみません。
先生：それから、予習と復習をして、友達同士とか外国人の友達と英語でどんどん話せば上手になると思うよ。
田中：そうすれば、ぺらぺらになりますか。
先生：まあ、いろいろ試してみることだね。頑張って！
田中：はい。

（教室、休み時間。）
山田：あ、靴、ぴかぴかだ。新しいの？
田中：うん。この間、新宿で買ったの。
山田：かわいいね。
田中：ラストの一足で、すごく色が気に入ったんだ。しかもサイズもぴったり。
山田：いいね。（声だけ）
田中：しかもちょうど開店セールで、半額だったんだよ。
山田：えー？本当？あたしも買いたいなあ。開店セールって、この間テレビで紹介されてた新しくできたデパートのこと？
田中：そう。
山田：どうだった？
田中：すごい人だったよ。お店のドアが開くなり、人がどっと入って。
山田：そんなに？
田中：うん、会計の時も。レジの前も人がずらりと並んで、私1時間くらい待たされたよ。
山田：うわぁ、大変だったね。

(教室)
渡辺：ねえねえ。
鈴木：ああ、びっくりした。
渡辺：どうしたの？ぼんやりして。
鈴木：何でもない。
渡辺：本当？？もしかして、昨日のデートのこと？
鈴木：違うよ。（顔が赤くなって、恥ずかしそうな表情になる。）
渡辺：ほら、顔が赤くなった。（笑い）
鈴木：うるさいなあ。そんなゲラゲラ笑って。違うって言ってるでしょ。
渡辺：はいはい。分かった、分かった。
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